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販売士検定試験における資格取得に関する研究
─ 目白大学短期大学部のケーススタディー ─
A Study in the Qualification Acquisition of the Official Business Skills Test  
in Retail Sales
























































































































































































2010年２月 2010年７月 2011年２月 2010年２月 2010年７月 2011年２月
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
百貨店 253 1.6 224 1.4 227 1.5 136 1.6 135 1.5 128 1.4
スーパーマー
ケット 818 5.2 920 5.7 654 4.4 388 4.6 503 5.6 358 4.0
総合品ぞろえ
スーパー 100 0.6 128 0.8 299 2.0 69 0.8 101 1.1 227 2.6
専門店チェー
ン 553 3.5 468 2.9 102 0.7 404 4.8 339 3.8 79 0.9
コンビニエン
スストア 93 0.6 82 0.5 642 4.3 66 0.8 62 0.7 506 5.7
一般小売業 1,749 11.1 1,562 9.6 82 0.5 1,051 12.5 1,006 11.3 62 0.7
その他 358 2.3 356 2.2 1,455 9.7 269 3.2 253 2.8 1,002 11.3
小売業合計 3,924 24.8 3,740 23.0 3,461 23.2 2,383 28.3 2,399 26.9 2,362 26.6
卸売業 573 3.6 818 5.0 646 4.3 361 4.3 542 6.1 465 5.2
製造業 434 2.7 381 2.3 419 2.8 354 4.2 308 3.5 370 4.2
大学生 2,037 12.9 2,318 14.3 1,858 12.4 1,270 15.1 1,392 15.6 1,243 14.0
短大生 419 2.7 382 2.4 269 1.8 126 1.5 178 2.0 111 1.3
専門・各種 2,665 16.9 2,242 13.8 2,689 18.0 1,099 13.0 1,073 12.0 1,278 14.4
高校生 3,029 19.2 3,586 22.1 2,989 20.0 905 10.7 1,066 11.9 1,121 12.6
学生合計 8,150 51.6 8,528 52.5 7,805 52.3 3,400 40.3 3,709 41.6 3,753 42.3
その他 2,716 17.2 2,771 17.1 2,602 17.4 1,932 22.9 1,968 22.0 1,927 21.7










































































































































科目名 １年生 ２年生 合計
流通論 60名 8名 68名
マーチャンダイジング 65名 0名 65名

































予備試験及び本試験 受験者数 合格者数 合格率
予備試験（販売・経営管理免除科目） 58名 56名 96.6％
本試験 56名 18名 32.1％
Ⅳ　販売士資格取得に向けた課題と展望
１．就業力の育成
大学は各学部、各学科の教育を通して、専門性の高い知識、技能、問題解決などが培われる
べきカリキュラム編成に努力し､ 実行に心がけているのは事実である。大学設置基準第42条の
２によれば、「大学は、当該大学及び学部等の教育上の目的に応じ、学生が卒業後自らの資質を
向上させ、社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を、教育課程の実施及び厚生補導を
通じて培うことができるよう、大学内の組織間の有機的な連携を図り、適切な体制を整えるも
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のとする。」と述べられている。近年の大学は、学習成果の明確化、キャリア教育やインターシ
ップ、さらに社会に出てからも役に立つような資格を身に付けるなど、積極的な活動を展開し、
学生の学習インセンティブを向上させるしくみづくりを取り入れている。すなわち、大学は学
生が社会に出てから「生きる力」を身に付けることが重要であるとの認識に立っている。本短
期学部から社会に送り出される学生に対して、流通・マーケティング科目の担当者教員が一丸
となって販売士の資格取得に向けた努力が一層必要となるだろう。
２．資格に対する課題
学生は就職時期になっても自らの適性にこだわるため、職業選択に迷いが生じる場合を目の
あたりにする。相談を受けて話し合ってみると自分自身に、これはと言う何か確固たるものが
ないと感じられる。言い換えれば、自分の売りは何であるかが分からないと言えよう。その点、
資格取得者は、何か職業選択に対して自信をもって訴えていることを肌で感じることができ
る。
一方、企業で資格があまり評価されない理由のとしては、学生が取得する多くの資格がペー
パーテストによる知識の有無によって付与されている点があげられよう。しかし、資格を企業
が採用時に全く評価しないということではない。それはビジネス上、必要とされている資格で
ある。例えば、不動産業関係や旅行業関係、あるいは通関業関係の採用では、資格取得者が有
利であった場合を耳にする7）。本短期大学部の３級販売士を取得していた学生は、有名なセレ
クトショップで難関の採用枠を突破して内定を勝ち取って来ている。多くの企業は、資格取得
している大学生に対して、資格を取得するために目標を設定し、その受験勉強に努力し、合格
したプロセスを評価することが大切である。企業が成長するための人材として、将来事業拡大
する際の予備軍として、採用を考えて欲しいものである。
結語
大学は学生に対してどのようなサポートを実施し、付加価値を付けることができるか、そし
て大学のカリキュラムやそれを取り巻く施策を真剣に考えるべきであろう。大学は､ 学生の知
識や興味、及び関心に合わせた教育内容・方法の開発と共に、学生の大学で学ぶ目的や通学の
楽しさを高める工夫が一段と求められる。例えば、ある大学では、年に１回、資格取得者に対
して、資格の難易度を設定し、学長、学部長、学科長表彰（賞状及び副賞）を実施している。
その大学の基本的な方針は、学生が資格試験に挑戦することは、学習のきっかけになるととも
に、目標を定めた学習努力を促すことに繋がると指摘している。資格取得は一定の学力到達を
客観的に評価でき、その大学にとっても名誉であると考えている。まさに資格取得に対する考
え方のモデルと言えよう。本短期大学部でも、是非導入したい表彰制度である。最後に資格取
得の支援を実施するに際し、学生の自主的な参加にだけにゆだねるのではなく、大学がどれだ
け親身になって学生一人一人のことを考えてくれるかが重要になってくると言えよう。
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１）大久保幸夫著『キャリアデザイン入門Ⅱ専門力編』日本経済新聞出版社、2011年、94～ 97頁参照。
２）渡辺峻・伊藤健市編『学生のためのキャリアデザイン入門』中央経済社、2010年、32～ 33頁参照。
３）一般社団法人日本販売士協会　http://www.hanbaishi.com（2011/09/23確認）、参照。
４）日本商工会議所　http://www.kenntei.ne.jp（2011/09/24確認）、参照。
５）目白大学短期大学部編『2010年度講義要項』2010年、参照。
６）森田保男・大槻博著『大学教授法』PHP研究所、1995年、118～ 119頁参照。
７）根本孝著『どうする就職歩きながら考える“就活法”』TAC出版事業部、2005年、127～ 128頁参
照。
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